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研究成果の概要（和文）：生後５ヶ月および９ヶ月の日本人乳児を対象に、母国語と非母国語の子音の弁別に関
する実験と育児語型韻律の知覚に関する実験を行った。また、大人を対象として乳児に対して心の中で話しかけ
る実験を行った。
　その結果、（１）乳児が子音を弁別できるか及びそれに伴う脳活動は、子音が母国語であるかどうかだけでな
く、子音が変化する方向(例、LからR)によっても異なること(２)５ヶ月児は育児語型の韻律に対して、９ヶ月児
は非育児語型の韻律に対してより大きな脳反応を示すこと（３） 乳児に対する話しかけを行う際、大人に対す
る話しかける場合とは右前頭葉における脳活動が異なることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Experiments on native and non-native consonant discrimination and perception
 of prosodic form of infant-directed vocabulary were conducted in 5-month- and 9-month-old infants. 
Furthermore, experimentation on the production of infant-directed speech was conducted in adult 
participants.
The results demonstrated the following: (1) infants’ performance and brain activities for consonant
 discrimination were not only dependent on nativity of the speech stimuli but also on the directed 
change of consonants (e.g., from /l/ to /r/); (2) five-month-old infants displayed greater brain 
activity for prosodic forms of the infant-directed vocabulary than the control stimuli (not 
infant-directed vocabulary), whereas 9-month-old infants showed the opposite pattern; (3) brain 
activity during the production of infant-directed speech was different from that during the 
production of adult-directed speech in the right frontal lobe.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
乳児に対して話しかける際には、韻律の強調や特殊な語彙の使用など、大人に対する発話とは異なった特徴的な
話し方（対乳児発話）になることが知られている。この対乳児発話は乳児にとって認知しやすく、また言語発達
に寄与することが報告されているが、その多くは欧米の言語を対象とした研究である。
　本研究の成果は、日本語の育児語に多く存在する韻律のパターンが乳児の言語発達に寄与している可能性を示
唆するものであり、対乳児発話の機能について欧米以外の言語から迫る貴重な知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 乳児に対して話しかける際には、韻律の強調や特殊な語彙の使用など、大人に対する発話と
は異なった特徴的な話し方（対乳児発話）になることが知られている。この対乳児発話が乳児
の言語発達に寄与することが報告されているが、その多くは欧米の言語を対象とした研究であ
る。日本語の場合、まんま、ねんね、くっくなどの特徴的な韻律構造を持つ育児語(乳幼児に対
して話しかけるときに使われる語彙)が多く存在する。このような韻律構造に対して生後 8-10 
ヶ月の日本人乳児が選好を示すことが知られており、育児語の持つ音韻構造が乳幼児の言語発
達の促進に寄与している可能性も示唆されている。しかし、育児語型の韻律に対する乳児の脳
反応が非育児語型韻律に対する脳反応と異なるのかどうかは調べられていない。また、大人が
対乳児発話を産出する際にどのような脳メカニズムが働いているのかに関してもほとんど研究
がなされていない。 
 
２．研究の目的 
(1) 育児語型韻律への選好が生じる前の時期である生後５ヶ月の日本人乳児、および育児語型
韻律への選好が生じた後の時期である生後９ヶ月の日本人乳児それぞれにおいて、育児語型韻
律および非育児語型韻律を聞いている時の脳活動を近赤外分光分析法(NIRS)により調べ、それ
ぞれの刺激に対する脳反応の違いおよびその発達変化を明らかにする。また、これらの時期は
母国語の音韻に対する特化が生じる前と後の時期にも対応していることから、母国語と非母国
語の子音の弁別に対する発達的変化についても行動実験及び脳機能計測実験により合わせて検
討することとした。 
 
(2) 対乳児発話産出を行う成人の脳活動を計測し、大人に対して話しかけを行う場合と脳活動
がどのように異なるのかを明らかにする。研究代表者の異動により、対乳児発話産出に関する
成人を対象とした脳機能計測実験を当初予定していた脳機能計測装置で行うことが困難になっ
た。そこでまず、比較的安価な簡易脳波計 EMOTIV EPOC+で研究に耐えうる質の脳波データ
が取得できるかについてまず検討を行い、その後に対乳児発話産出の脳機能計測実験を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) 母国語と非母国語の子音の弁別に関する実験 

生後５ヶ月の日本人乳児 102 人、生後９ヶ月の日本人乳児 51 人が馴化・脱馴法を用いた行
動実験に参加した。近赤外分光法を用いた脳機能計測実験には、生後５ヶ月の日本人乳児 43
人、生後９ヶ月の日本人乳児 49 人が参加した。 

行動実験・脳機能計測実験ともに、母国語に存在する子音の対立として/ba/と/ga/、母国語
に存在しない子音の対立として/la/と/ra/を刺激として用いた。行動実験においては、一方の音
声刺激の提示を馴化が認められるまで続けた後、馴化した刺激と同じものを提示した条件
(same 条件)と、異なるものを提示した条件(switch 条件)における注視時間をビデオコーディン
グにより測定し統計的に比較した 
 脳機能計測実験ではベースラインブロックにおいて一方の音声刺激の提示を続けたのち、オ
ドボールブロックで両方の刺激がランダムに提示されるというオドボールパラダイムを用いた。
ETG-4000（日立メディコ製)を用いて左右の側頭における酸化ヘモグロビン濃度長反応を測定
した。オドボールブロックにおける脳反応を統計的に評価した。 
 
(2) 育児語型韻律の知覚の脳機能計測実験 

生後５ヶ月の日本人乳児 40 人、生後９ヶ月の日本人乳児 42 人が実験に参加した。実験はブ
ロックデザインで行い、育児語型の韻律を持つ音声（例、”まんな”）が提示されるブロックと
非育児語型の韻律を持つ音声（例、”まなん”）が提示されるブロックが交互に繰り返された。
ETG-4000（日立メディコ製)を用いて左右の側頭における酸化ヘモグロビン濃度長反応を測定
した。育児語型の音声を聞いている時と非育児語型の音声を聞いている時の脳反応を統計的に
比較した。 
 
(3)簡易脳波計 EMOTIV の性能評価実験 
 9 人の大学生・大学院生がモバイル型簡易脳波計 EMOTIV EPOC+を装着し、顔の認知に関
する実験を行った。実験参加者は、顔に対する印象評定課題(典型性, 脅威度, 知的度)をランダ
ムな順番で行った。 
 
(4)対乳児発話産出の脳機能計測実験 
 成人 20 人が対乳児発話産出の実験に参加した。実験では、果物の画像を提示したうえで、
赤ちゃんと母親が写っている画像を提示した。話しかけの対象として、赤ちゃん、母親、特に
なし（独り言）の３つの条件を設定し、写真の顔に赤い丸を付けることで話しかけの対象を実
験参加者に指示した。その 2 秒後に果物の画像のみが消えるので、そのタイミングで実験参加
者は心の中で相手に話しかけるよう果物の名前を発話した。脳波計測には、モバイル型簡易脳
波計 EMOTIV EPOC+を用いた。 
 



４．研究成果 
(1) 行動実験の結果、生後５か月の日本人乳児および生後９か月の日本人乳児が/ba/と/ga/
を弁別でき、生後９か月の日本人乳児は/la/と/ra/を弁別できないという、先行研究同様の結果
が得られた。生後５か月の日本人乳児における/la/と/ra/の弁別については、先行研究では弁別
できることが報告されていたが、本実験の結果は有意傾向を得るにとどまった。また、脳機能
計測実験では、生後５か月の日本人乳児において/ba/と/ga/の間の刺激の変化に対して左下前
頭回近辺のチャンネルにおいて有意な活動を認めたのに対し、/la/と/ra/の間の刺激の変化に対
しては有意な活動の変化を認めなかった。一方、生後９か月の日本人乳児においては、左聴覚
野近辺のチャンネルで、/ba/と/ga/の間の刺激の変化および/la/と/ra/の間の刺激の変化に対し
て有意な活動を認めた。これらの結果は、全体としては先行研究の知見と一致するものである
が、 行動レベルで/la/と/ra/の弁別ができない生後９か月児でも聴覚野の脳活動としては弁別
しているという結果については当初予想していなかったものである。また、刺激の変化の方向
を分けて解析を行った(例、/ba/から/ga/の変化と/ga/から/ba/の変化を別々に解析した)とこ
ろ、刺激の変化の方向によって脳反応が大きく異なるという予想していなかった結果も得られ
た。これらの予想外の結果については、今後さらなる研究が必要である。 
 
(2) 実験の結果、下前頭回近辺のチャンネルにおいて、育児語型刺激に対する反応が５か月児
のほうが９か月児よりも大きいこと、９か月児においては非育児語型刺激に対する反応が育児
語型刺激に対する反応よりも大きいという結果が得られた。左聴覚野近辺のチャンネルにおい
ては、育児語型刺激に対する反応が５か月児のほうが９か月児よりも大きいという結果が得ら
れた。これらの結果は、育児語型の韻律に選好が生じる前の時期においても育児語型韻律と非
育児語型韻律に対する脳反応が異なること、育児語型の韻律に選好を示すようになる時期であ
る９か月児では、育児語型韻律の処理が容易になっていることを示唆している。本成果は、日
本語の育児語の韻律が乳児の言語発達に寄与することを脳活動から初めて明らかにしたもので
あり、対乳児発話の機能について欧米以外の言語から迫る貴重な知見であると位置づけられる。 
 
(3) 事象関連電位解析および時間周波数解析を行ったところ、研究グレードの脳波計を用いた
先行研究と同様に、顔に対する N170 成分およびベータ帯域のパワー減少を約 100ms の時間遅
れとともに認めた。先行研究で報告されていた EMOTIV EPOC+におけるトリガタイミングの
不安定さについては、脳波データ取得ソフトのバージョンアップに伴いその深刻さは軽減され
ていることが確認された。以上より、簡易脳波計 EMOTIV EPOC+で研究に耐えうる質の脳波
データが取得できることが確認された。また、先行研究で提案されていた回帰分析を用いてト
リガタイミングを事後的に補正する方法は、補正に使用するトリガが十分な数ではない場合に
は、使用しないほうが望ましいことも示唆された。本成果は、簡易脳波計 EMOTIV EPOC+を
研究目的に使用するための前提となる基礎的な知見を提供するものとして位置づけられる。 
 
(4) 時間周波数解析の結果、対乳児発話では大人に対する話しかけの条件や独り言の条件と比
べて右の前頭葉のチャンネル(F8)においてシータパワーの増加が認められた。本実験では心の
中での発話産出を行わない条件を設定しなかったため、この結果は発話産出ではなく顔に対す
る認知の違い（e.g., 乳児の顔に対してより大きな注意を払った）による可能性が考えられる。
そこで、顔の認知に重要な役割を果たす紡錘状回の付近に位置する P7,P8 のチャンネルについ
ても同様の解析を行ったが、これらのチャンネルでは対乳児発話の条件で特異的な反応は認め
られなかった。以上のことから、対乳児発話の条件における右の前頭葉のチャンネルでのシー
タパワーの増加は、対乳児発話産出に伴う誇張された韻律の生成に関する運動準備の増加を反
映しているのではないかと考察した。本成果は、対乳児発話の産出の脳メカニズムの一端を初
めて明らかにしたものであるとともに、心の中で発話するという実験パラダイムで対乳児発話
産出の脳メカニズムを調べることが可能であることを示すものであり、今後の研究の展開が見
込める萌芽的な成果であると位置づけられる。 
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